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転移診断において新たな診断手技が必要とされており、Cytokeratin 19 の mRNA をマ
ーカーにした One-step nucleic acid amplification（OSNA法）などが臨床応用され
ているが、高価であることやマーカー陰性乳癌の存在が問題となっている。以前平川
















Trial２：2011年 7月から 2012年 6月にかけて、長崎大学病院腫瘍外科と日赤長崎原
爆病院外科で前方視的多施設共同臨床研究を行った。超音波と MRIで臨床的にリンパ





[結   果] 
Trial1：32個の病理学的転移陽性リンパ節の全てを SDB法で転移陽性と判断した。148
個の病理学的転移陰性リンパ節中の 145 個を SDB 法で転移陰性と判断し、感度 100%、
特異度 98.0％、一致率 98.3%であった。 
Trial2：15 個の病理学的転移陽性リンパ節の 14 個を SDB 法で転移陽性と判断した。
159 個の病理学的転移陰性リンパ節中の 154 個を SDB 法で転移陰性と判断し、感度
93.3%、特異度 96.9%、一致率 96.6％であった。術中病理診断と同時に行った 22 例
の平均検査時間は SDB 法 43.3 分、術中迅速病理 42.8 分であった。また 1 回の SDB
法で 2個のリンパ節を検査した時の費用は、約 900円であった。 
 
[考   察] 
SDB 法は正確、迅速、安価であり、リンパ節組織を喪失する事なく乳癌センチネルリ
ンパ節の術中転移診断を安全に施行できる。また、従来の組織診との併用や他癌腫へ
の応用も可能である。現在キット化を行っており、キット化が実現すれば多数の手術
を行う施設での病理医の負担軽減や、病理医が不足している発展途上国や僻地でも有
用であると思われる。 
 
